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額
計

合
の

額
第

法
同

給
設
施
児
害
障

、
は

の
条

労
生
厚
の

号
２

担
負
費

付

さ
置

措
８

め
定
が

臣
大
働

給
設

れ
さ

託
委

は
又
、
れ

い
て
け

受
を
給
支
の
費
付

金
収
徴

の
月
の
そ
て

い
お

が
帯

額
の

施
所

る
す

当
該

に
層

階
の

の
も

る
い

て
し
所
通
に
設

る
係
に
）
。
す
な
み

と
等

額
担
負
者

用
利

収
徴

第
法
同

し
を

情
事

の
他

の
そ

響

条

童
児
び
及
）

。
う

し
酌

ん

行
施
法

祉
福

る
す

定
規

に
条

６
第

）
号

る
す

定
規
に
項

６
第

立
自

援
支
行

移
労

、
護
介

活
生

第
条
同
は

又

第
則
附

法
同

に
項

定
特
の

項
１
第
条

え
る
。

障
神

精
び

及
健

保
神

精
オ

者
害
障

神
精

り
よ
に
定
規

別
表
第
一
の
備
考
中
６
を
削

律
法
の

成
平

第
律
法
年

所
き

べ
ず

講
に

急
早

て

号

は
定
規
の

）
号

び
及

税
得

第
に
び

す
有
を

力
効
お
な２

の
条

」
を
「

第
、

「

等
所
養

療
立
国
定

指

」
を
「指

「第
条

」
に
、
「

子
女

」
を

削
り
、
同
備
考
５
の

中
「

施
児

害
障
的
知

定
指

を
者

所
入
に

等
設

理
」
及
び
「
育
成
医
療
の
給
付

め
る
額
と
し
、
児
童
福
祉
法
第

る
扶
養
義
務
者
に
あ
つ
て
は
」

別
表
第
一
の
備
考
１
中
「

項
３

第
条
５
第

則
附

同
、

」
に
改
め

の
税
人
法

び
及
税
得

所
き

軽
担
負

備
考
２
の
た
だ
し
書
中
「

い
お
に

医
設

施
児

害
障

の
項

１
第

第
条

同
、
額
限
上

の
費

療

の
額
る

だ
た
号
１
第
項
２

際
実
、

い
い

を
）

額
計

合

務
義
養
扶

の
等
童
児
た

支

お
に

合
場

る

福
童
児

が
者

の

わ
か

か
に

７
、

は
て

い

ら
か
等
童
児
な

額
多
も
最

世
該

当
、

は
合

場

、
次
順

童
児

る
す

属
に

帯

置
措

が
等

童
児

の
ら

れ
こ

し
算

合
を
額
の
金

等
童
児

第
２
の

以
。
る
す
と
額
た

施
該

当
る

す
定

規
に

項
３

額
る

め
定

で
令

政
て

設

下
以

令

害
障

和
昭

第
令
政
年

第
）

号

付
給

援
支

第
条

同

５
第

条
５

第
法

同

規

訓
立

自
る

す
定
規
に

項

に
援

支
続
継

労
就

る
す

定

く
除

を
者

給
受

法
旧

る
係

」
に
改
め

律
法

る
す

関
に

祉
福

者
害

和
昭

を
付
交
の
帳

手
祉
福
健
保

い
て
け
受

り
、
７
を
６
と
し
、
８
を
７
と
し

第
）

前
止

廃
る

よ
に
定
規

の
条

置
措

減
軽

担
負

の
税

人
法

し
な
み

と
の
も

る

す
関

に

び
並

２
の

条

、
し

用
適

て

第
に

の
条

関
機

療
医

定

２
の

」
に
改
め
、
同
備

「者

」
に
改
め
、
「

く
除

準
に

れ
こ
は

又

」
を
「

を
等

第
法

祉
福
童

児
、
者

害
障
、

児
害
障
る

い
て
し

者

の
対
象
と
し
た
児
童
に
係
る
扶
養

二
十
一
条
の
九
の
二
に
規
定
す
る

を
削
る
。

及
項

２
第
条

５
第
則
附

法
法

同
び

、
同
備
考
２
中
「

置
措

減

変
の

会
社
済

経
、

律
法

る
す
関

に
成

平

、
は

て

」
を
「

所
、

は
て

い
お
に

一

合
場

る
い

て
け

受
を

給
支

で
令
政
の
書
し

て
つ

あ
に

払

第
項
同
び
及
額
る
め

定

額
さ
託
委
は
又
、

れ
さ
置
措

第
法
祉

た
れ 児

害
障
の
項
１
第

２
の
条

の
等

童
児
該

当
、

ず
ら

施

に
式
の
次

に
帯
世
る
す
属

額
た
し
出

算
り
よ

に
設

施
所

入
で

等

世
該
当

い
な
で

通
は

又
、
し

所
入

置
措

を
ら

れ
こ

、
は

き
と

下

童
児

う
い
と

」
額

限
上

金
収

徴

者
護
保
定
決
付
給

と
）
。

施
児

影
る

え
与

に
計

家
の

」
額

限
上

担
負

費
付

給
設

食
の
項
１
第
６
の
条

い
と

用
費

準
基

の
等

費

護
介

養
療

る
す

定
規

に
項

第
条

同
、
練

条
同

、

に
の
も

就
る

す
定
規

に
項

び
及

者
給

受
の

）
。
る

限

、
同
備
考
５
の

に
次
の
よ
う
に

第
律

法
年

第
）

号

者
る

の
項

２
第

条

、
９
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

に
等

化
変

の
会

社
済

経
の

律
法

る

し
応

対

成
平

８
第

律
法

年

」
に
改
め
、
同
備
考
２
の

中
「

項
１
第

並

」
に
改
め
、
同
備
考
３

考
５
の

中
「

項
１

第
条

６
第

」

も
る

め
定

に
別

で
者

る
ず

の

」

に
定

規
の

項
１

第
２

の
条

法
援

支
立
自

り
よ

成
平

第
律
法

年

義
務
者
に
あ
つ
て
は
別
表
第
三
に

医
療
の
給
付
の
対
象
と
し
た
者
に

第
則
附

項
８

第
条

」
を
「

早
て

し
応

対
に

等
化

び
及

８
第

律
法

年

べ
ず

講
に

急

）
号

」
を
削
り
、

正
改

を
部

一
の

等
法

税
得

等
る

す

加。 中をを 定係同

告

示
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円

児
害

障
的

知
は

又
）

。
るい

て
し

所
通

に
）

部
所

通

み

等
童
児

の
ら

れ
こ

、
て

額
の

金
収

徴
、

て
し

な「

療
医

成
育

金

育
療

は
又

付
給
の）

院
入

医
成

育

額

付
給
の

の
具

補
は

又
付

の）
院
通

修
は

く
し

付
交

、
て

い
お

に
式

の
こ

、
及収
徴

る
係

に
設

施
所

入

入

託
委

は
又

、
れ

さ
置

措

は
又

、
し

所

の
も
る

よ
に

置
措

自
不
体

数
人

の

る
あ

で

入

託
委

は
又

、
れ

さ
置

措

は
く
し

若
、

し
所

の
も

る
よ

に
置

措
が

所

体

帯
世
る

す
属

の
等

童
児

で

額
の

用
費

た

児
る
す

属
に

等

施
児
害

障
の

項
同

ら
か

第
法

同
、

額
の

費
付

給
の

条

和
昭

第
令

省
生

厚
年

を
額
の

用
費

る
げ

第
）

号

額
払

支

を
額

た
い

引
し

差

）
。
じ

同
下

以
。

る
す

と

が
額

限
上

金
収

徴
、

し

と

ず
い
、

は
額

担
負

者
用

利

。
る

す
と

零
も

れ

＋
×

×
＋）

円

通
児

幼
聴

難
、

設
施

園
通

に
の

も
る
い

し
若
設

施
園

算
合
を

額
の

金
収

徴
る

係

な
で

等
童

児
置

措
ち

う
の

る
す

算
計
を

、
は
の

も
い

若 装 給 療

。
る
す

と
の

も

理

「

円

額
金

び
値
数

の
次

れ
ぞ

れ
そ

、
は

児
た

れ
さ

額
の
金

す
表
を

属
に

帯
世

る
す

属
の

等
童

所
通
に

設
施

園
通

児
由

す

場
た

し
と

の
も

る
い

て
し

る
け
受

を
用

適
の

６
に

合

す
属

の
等

童
児

た
れ
さ

こ

児
由

自
不

す
属
に

帯
世

る

い
て

し
所

通
に

設
施

園
通

６
に

合
場

た
し

と
る

あ

る

い
つ

に
等
童

受
を

用
適

の 第
法

同
、

て額
の
費

付
給
設

第
２
の

条

第
法

同
、

第
７
の

条

医
設

施
児

害
障

の
項

１
第

額
の

費
療ホ

ら
か

ハ
号

１
第

２
の

条

を
額

た
し

算
合

び
並

で
ま

の

計
合

該
当

が
）

。
う

い

額
の

で
ま

る
す

達
に

額
差

合
場

る
回

下
を
額

つ
も

を

は
く

属
に

帯
世

該
当

、
は

額
た
し

設
施
児
由
自
不
体

ら
れ

こ

お
に
合
場
の
こ
。

と
等

童
児
置
措
を

。
る
す

と
の

も

に
設

施
所
入
で
等

童
児

ると

が
所
通
は
又
所
入

該
当

る

）
。
く
除
を
者
る

な
と

も

に
設
施
所
入
で
等

童
児の

こ
る

け

通
は

又
所
入
該
当

の
項

１

限
に

者
る

な
と

と

１

し
要
に
援
支
設
施
定
指

食
児
害
障
所
入
定
特

の
項

施
法

祉
福

童
児

に
び

並

費

ロ
号
２
第

条
同

に

則
規

行

る
回

下
を

額

掲
に
ハ
び
及

収
徴

て

際
実
、
は

に
合
場

す

だ
た

。
る

す
と

額
の

金

金
収
徴
る
係
に
等
童

児
る

の

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

理

」
及
び
「

る
ず
命

を
払
支
は

又

別
表
第
四
中
「第

の
９
の

条

山
口
県
告
示
第
四
百
九
十
六

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十

つ
に
童

る
け
お

に
月

の
そ

額
の
用

弁
支
て

い

考
２
中
「

額

は
又
付

給
の
療
医

成
育

」
を
削
り
、
同
備
考
３
中
「育

別
表
第
三
中

額

」
を
削
る
。

２

」
を
「第

５
の

条

」
に
改

号
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一

九
年
十
月
九
日
か
ら
一
月
間
山
口

費
た
し
児
の
そ

」

に
童

そ
る
け
お
に
月
の

そ

額
の

用
し

弁
支

て
い

つ

お
に

合
場
の

付
給
の
育

療

若
付
給

の
療
医

成

は
て

い

は
く

し

」
、

を

め
る
。

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

費
た
児

の

」

、

」
及
び
「

る
ず
命

を
払

支
は

又

「

し
若

付
交

の
具

装
補

は
又

修
は

く

に
改
め
、
同
表
の

二

道い 備



平成

そ
て
一

年 月 日 火曜日

地同地山
道

路
の

山 口 県

道路道
萩

（定期）報

周地同で周地同地及周一同で

第 号

道路道
の
関
係
図
面
は
、
平
成
十
九
年
十

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

先
か
ら

市
同
大
字

同
字
二
二
〇
三
の
一
三

先
ま
で

口
県
告
示
第
四
百
九
十
七
号

路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百

供
用
を
開
始
す
る
。

路
の
種
類

県
道

線

名

萩
津
和
野
線

路
の
区
域

区

間

市
大
字
高
佐
下
字
足
出
二
一
九
七
の
二

南
市
大
字
須
万
字
御
猟
山
四
五
三
の
一

先
か
ら

市

同
大
字
字
高
崎
二
四
四
一
地
先
ま

南
市
大
字
須
万
字
御
猟
山
四
五
三
の
一

先
か
ら

市

同
大
字
字
小
黒
瀬
三
四
一
九
の
一

先
ま
で

び南
市
大
字
須
万
字
小
黒
瀬
三
四
一
九
の

地
先
か
ら

市

同
大
字
字
高
崎
二
四
四
一
地
先
ま

平
成
十
九
年
十
月
九
日

路
の
種
類

一
般
国
道

線

名

四
三
四
号

路
の
区
域

区

間

月
九
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土

最
広

一
五
・
四

新

最
狭

四
一
・
〇

最
広

五
〇
・
四

八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延（
メ

旧

最
狭

一
一
・
四

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ

旧

最
狭

六
・
〇

最
広

二
〇
・
五

一
、

最
狭

一
一
・
〇

最
広

五
二
・
二

一
、

新

最
狭

四
・
六

最
広

五
・
一

山
口
県
知

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

延
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お
い

八
三
・
六

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

長

ー
ト
ル
）

備

考

八
三
・
六

ー
ト
ル
）

一
三
四
・
五

一
四
四
・
三

道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

五
九
・
〇

周
南
市
道
日
下
線

の
道
路
の
区
域

事

二

井

関

成

長

備

考

一

施
行
者
の
名
称

山
陽
小
野

田
市

市

道

有
帆
大
休
線

山
陽
小

同
市

山
口
県
告
示
第
四
百
九
十
九

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画

平
成
十
九
年
十
月
九
日

山
口
県
告
示
第
四
百
九
十
八

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

る
市
町
道
の
改
築
に
関
す
る
工

平
成
十
九
年
十
月
九
日

市

名

路

線

名

路
線
名

供

用

県

道

萩
津
和
野
線

萩
市
大
字
高
佐
下
字

同
市
同
大
字

同

平
成
十
九
年
十
月
九
日

路
線
名

供

用

一
般
国
道

四
三
四
号

周
南
市
大
字
須
万
字

同
市

同
大
字
字
小

山
口

野
田
市
大
字
有
帆
字
白
石
四
〇
地
先

同
大
字
字
下
指
月
二
四
地
先

号
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た

号
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
五

事
を
次
の
と
お
り
行
う
。

山
口

工

事

区

間

開

始

の

区

足
出
二
一
九
七
の
二
地
先
か
ら

字
二
二
〇
三
の
一
三
地
先
ま
で 山

口

開

始

の

区

御
猟
山
四
五
三
の
一
地
先
か
ら

黒
瀬
三
四
一
九
の
一
地
先
ま
で

三

県
知
事

二

井

関

成

か
ら
ま
で

道
路
改
良

平
成
十
九
年
十
月

十
日

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
防
府
都

。 号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に

県
知
事

二

井

関

成

工
事
の

種

類

工

事

の

開

始

年

月

日

間

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
九
年
十
月
十

日

県
知
事

二

井

関

成

間

供
用
開
始
の
期
日

平
成
十
九
年
十
月
十

日

市 よ



平

一

成 年 月 日 火曜日

（
四土

改
良

山 口

一仁町岩今ケ松

（定期）県 報

町町衙良お二目勝

第 号

二三四
目

就
任
し
た
役
員 公

九
五
）
土
地
改
良
区
の
役
員
の
氏

地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
氏
名

平
成
十
九
年
十
月
九
日

丁
目
、
桑
南
二
丁
目
、
鞠
生
町
、

井
令
一
丁
目
、
西
仁
井
令
二
丁

、
華
城
中
央
一
丁
目
、
華
城
中
央

畠
三
丁
目
、
酢
貝
、
牟
礼
今
宿
一

宿
一
丁
目
、
沖
今
宿
二
丁
目
、
中

丘
三
丁
目
、
自
由
ケ
丘
四
丁
目
、

、
大
字
大
崎
、
大
字
高
井
、
大
字

、
宮
市
町
、
栄
町
一
丁
目
、
栄

、
東
松
崎
町
、
南
松
崎
町
、
緑
町

一
丁
目
、
国
衙
二
丁
目
、
国
衙
三

二
丁
目
、
駅
南
町
、
中
央
町
、
車

茶
屋
町
、
松
原
町
、
石
が
口
一
丁

丁
目
、
三
田
尻
本
町
、
自
力
町

、
東
三
田
尻
一
丁
目
、
東
三
田
尻

間
二
丁
目
、
勝
間
三
丁
目
、
鐘
紡

防
府
市

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

防
府
都
市
計
画
下
水
道
事
業
防
府

事
業
施
行
期
間

昭
和
三
十
四
年
三
月
十
二
日
か
ら

事
業
地

防
府
市
本
橋
町
、
新
橋
町
、
今

、
八
王
子
二
丁
目
、
戎
町
一
丁
目

告

名
及
び
住
所
の
届
出

第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第

及
び
住
所
の
届
出
が
あ
り
ま
し

山
口
県
知

新
田
一
丁
目
、
泉
町
、
古
祖
原

目
、
中
泉
町
、
仁
井
令
町
、
東
仁

二
丁
目
、
華
園
町
、
敷
山
町
、

丁
目
、
牟
礼
今
宿
二
丁
目
、
岸

西
、
牟
礼
柳
、
自
由
ケ
丘
一
丁

大
字
新
田
、
大
字
仁
井
令
、
大

牟
礼
及
び
大
字
江
泊

町
二
丁
目
、
天
神
一
丁
目
、
天
神

一
丁
目
、
緑
町
二
丁
目
、
国
分

丁
目
、
国
衙
四
丁
目
、
国
衙
五

塚
町
、
鋳
物
師
町
、
桑
山
一
丁

目
、
石
が
口
二
丁
目
、
石
が
口

、
協
和
町
、
三
田
尻
一
丁
目
、
三

二
丁
目
、
警
固
町
一
丁
目
、
警

町
、
新
築
地
町
、
開
出
、
高
倉

市
公
共
下
水
道

平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

市
町
、
千
日
一
丁
目
、
千
日
二
丁

、
戎
町
二
丁
目
、
佐
波
一
丁
目

十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地

た
。

事

二

井

関

成

、
開
出
本
町
、
開
出
西
町
、
西

井
令
町
、
清
水
町
、
伊
佐
江

岩
畠
一
丁
目
、
岩
畠
二
丁
目
、

津
一
丁
目
、
岸
津
二
丁
目
、
沖

目
、
自
由
ケ
丘
二
丁
目
、
自
由

字
浜
方
、
大
字
田
島
、
大
字
植

二
丁
目
、
上
天
神
町
、
松
崎

寺
町
、
惣
社
町
、
美
和
町
、
国

丁
目
、
多
々
良
一
丁
目
、
多
々

目
、
桑
山
二
丁
目
、
岡
村
町
、

三
丁
目
、
華
浦
一
丁
目
、
華
浦

田
尻
二
丁
目
、
三
田
尻
三
丁

固
町
二
丁
目
、
勝
間
一
丁
目
、

一
丁
目
、
高
倉
二
丁
目
、
桑
南

ま
で目

、
平
和
町
、
八
王
子
一
丁

、
佐
波
二
丁
目
、
寿
町
、
迫
戸

（
四
九
六
）
萩
都
市
計
画
臨
港

萩
市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定

に
規
定
す
る
図
書
の
写
し
の
送

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に

平
成
十
九
年
十
月
九
日

〃〃〃〃〃〃〃〃 〃〃〃〃
二

退
任
し
た
役
員

土
地
改
良
区
の
名
称

周
東
祖
生
土
地
改
良
区

〃
土
地
改
良
区
の
名
称

周
東
祖
生
土
地
改
良
区

〃〃〃〃〃

山
口

地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し

和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二

に
よ
る
萩
都
市
計
画
臨
港
地
区
の

付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十

基
づ
き
、
当
該
図
書
の
写
し
を
次

〃

山
近

伸
老

〃

〃

山
中

文
夫

〃

〃

篠
田

省
三

〃

〃

藤
隠

豊

〃

〃

中
津

康
紘

〃

監

事

田
村

義
晴

〃

〃

末
田

利
吉

〃

〃

会
田

和
則

〃

〃

中
津

康
紘

〃

監

事

田
村

義
晴

〃

〃

末
田

利
吉

〃

〃

会
田

和
則

〃

理
事
監
事
の
別

氏

名

住

理

事

神
尾

透

岩
国

〃

坂
本

誠

〃

理
事

監
事
の
別

氏

名

住

理

事

神
尾

透

岩
国

〃

坂
本

誠

〃

〃

山
近

伸
老

〃

〃

山
中

文
夫

〃

〃

篠
田

省
三

〃

〃

藤
隠

豊

〃

県
知
事

二

井

関

成

の
縦
覧

十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

変
更
に
係
る
同
法
第
十
四
条
第
一

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

〃

四
八
二
六
の
一

〃

四
一
九
一
第
二

〃

二
三
六
〇
の
一
三

〃

六
三
二
〇

〃

二
八
八
六

〃

六
八
三
六

〃

二
四
四
〇

〃

四
五
六
七

〃

二
八
八
六

〃

六
八
三
六

〃

二
四
四
〇

〃

四
五
六
七

所

市
周
東
町
祖
生
五
三

〃

六
九
〇
三
の
二 所

市
周
東
町
祖
生
五
三

〃

六
九
〇
三
の
二

〃

四
八
二
六
の
一

〃

四
一
九
一
第
二

〃

二
三
六
〇
の
一
三

〃

六
三
二
〇

四

る項同

公

告



平成 年 月 日 火曜日

一二三

山 口 県

二（
四都

画
道

（定期）報

萩
同
法

規
定

第
二

一

第 号

一二（
四

変
更
す
る
山
口
都
市
計
画
道
路

次
の
と
お
り
と
す
る
。

平
成
十
九
年
十
月
九
日

開
催
の
日
時

平
成
十
九
年
十
月
二
十
九
日
（
月

開
催
の
場
所

山
口
市
小
郡
下
郷
六
〇
九
の
一

山
口
市
小
郡
総
合
支
所

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う

萩
都
市
計
画
下
水
道
萩
市
公
共
下

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

九
八
）
山
口
都
市
計
画
道
路
の
変

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

路
の
変
更
の
案
に
関
す
る
公
聴
会

市
か
ら
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

す
る
図
書
の
写
し
の
送
付
が
あ
っ

十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
十
月
九
日

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

萩
都
市
計
画
臨
港
地
区
潟
臨
港
地

都
市
計
画
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧

山
口
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

九
七
）
萩
都
市
計
画
下
水
道
の
変

一
・
四
・
百
一
山
口
宇
部
線

山
口
県
知

曜
日
）
午
後
二
時

と
す
る
都
市
計
画
の
案

水
道

場
所

更
の
案
に
関
す
る
公
聴
会
の
開

第
百
号
）
第
十
六
条
第
一
項
の

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一

萩
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
に

た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第

当
該
図
書
の
写
し
を
次
の
と
お

山
口
県
知

区場
所

更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

事

二

井

関

成

催規
定
に
基
づ
き
、
山
口
都
市
計

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

係
る
同
法
第
十
四
条
第
一
項
に

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

事

二

井

関

成

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

画
道
路
の
変
更
の
案
に
関
す
る

山
口
市
亀
山
町
二
番
一

山
口
市
都
市
整
備
部

山
口
市
小
郡
下
郷
六
〇

山
口
市
小
郡
総
合
支

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省

縦
覧
に
供
し
ま
す
。
）

（
四
九
九
）
小
郡
都
市
計
画
道

五

そ
の
他

公
聴
会
に
関
す
る
問
合

三
七
二
五
）
に
し
て
く
だ

関
係
図
書
は
、
次
の
場

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
土
木
建
築
部

山
口
市
神
田
町
六
番
一

山
口
土
木
建
築
事
務

な
お
、
郵
送
の
場
合
は

す
。公

述
申
出
書
を
提
出
し

聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述

公
聴
会
の
運
営
を
円
滑

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

及
び

に
掲
げ
る
場

者
又
は
公
聴
会
に
お
い
て

変
更
す
る
山
口
都
市
計

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四

公
述
の
申
出
の
手
続

公
聴
会
に
出
席
し
て
意

日
）
ま
で
に
、
意
見
の
要

「
公
述
申
出
書
」
と
い
う

口
県
土
木
建
築
部
都
市
計

年
法
律
第
百
号
）
第
十
六
条
第
一

公
聴
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

号都
市
計
画
課

九
の
一

所略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
五
の

路
の
変
更
の
案
に
関
す
る
公
聴
会

せ
は
、
山
口
県
土
木
建
築
部
都
市

さ
い
。

所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

都
市
計
画
課

〇
号

所 、
平
成
十
九
年
十
月
二
十
二
日
ま

た
者
の
う
ち
、
同
種
の
意
見
を
有

べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
選
定
す

に
す
る
た
め
、
必
要
が
あ
る
場
合

合
に
お
い
て
は
、
理
由
を
付
し
て

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者

画
道
路
一
・
四
・
百
二
山
口
宇
部

見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平

旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
住
所
及
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を
山
口
市
滝
町
一
番
一
号
（

画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

五

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
小
郡
都
市

す
。

の
関
係
図
書
の
縦
覧
場
所
に
お
い

の
開
催

計
画
課
（
電
話
〇
八
三

九
三
三

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り

す
る
者
が
多
数
あ
る
場
合
に
は
、

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

に
は
、
意
見
を
述
べ
る
時
間
を
制

そ
の
旨
を
公
述
申
出
書
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提
出
し

に
通
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ま
す
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成
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二
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山
口
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建
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事
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所
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又
は
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聴
会
に
お
い
て
意
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そ
の
他

公
聴
会
に
関
す
る
問
合
せ
は
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三
七
二
五
）
に
し
て
く
だ
さ
い
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関
係
図
書
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に
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口
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滝
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土
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建
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計
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土
木
建
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送
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述
申
出
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た
者
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い
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述
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す
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ま
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画
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さ
い
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成
十
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年
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二
十
二
日
ま
で
の

う
ち
、
同
種
の
意
見
を
有
す
る

と
が
で
き
る
者
を
選
定
す
る
こ

た
め
、
必
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が
あ
る
場
合
に
は

い
て
は
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由
を
付
し
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と
す
る
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画
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四
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宇
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よ
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る
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合
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と
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す
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述
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述
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井
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い

六

て


